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市民相互の連帯感創出
予定計画事業
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4次長期総合計画における方向性

２　施策の成果指標と実績

No 成果指標 単位 平成28年度 平成29年度 平成30年度

自治会等の活動に参加したことがある市民の
1 ％ 36. 3 36. 2 39

割合

2

3

4

5

３　施策内事務事業数と施策のコスト

項目 単位 平成28年度 平成29年度 平成30年度

本施策を構成する事務事業数 本 9 8 8

トータルコスト 千円 219,809 236,325 238,662

事業費（内書き） 千円 203,583 219,886 221,901

人件費（内書き） 千円 16,226 16,439 16,761

１　施策の概要（第4次長期総合計画（後期：平成28年度～令和2年度）に掲げる事項）
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心となる自治会及び市民活動団体の取り組みを広報紙やホームペー
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５　令和2年度に向けた施策方針

・コミュニティ活動支援については、地域コミュニティの中


